
  教材・教具の紹介（市販されているもの） 

１ 健康の保持     

名 称 及び 写 真 ねらい 
使い方・アピール 

ポイント等 

日よけ 

 

 

日焼け、眩しさを防ぎま

す。 

座位保持装置や車いす

に装着して使用します。 

色々なタイプがあるの

ですが、このタイプは柄

がフレキシブルに動く

ので色々な角度に調整

ができます。 

三角マット 

 

 

腹臥位や背臥位、側臥位

等のポジショニングを

行うときに使用します。 

傾斜をつけることがで

きます。 

必要に応じて必要な箇

所に敷くことで、ポジシ

ョニングを行いやすく

します。本校では主に、

腹臥位や座位をとる際

に使用しています。 

車いす用点滴ポール 

 
 

 

主に座位保持装置や車

いすに座った状態で、栄

養剤や水分を注入する

時に使用します。 

座位保持装置や車いす

のフレームに装着して

使用します。 

これがあると座位(上体

を起こした状態)で栄養

や水分摂取が可能にな

ります。 

パルスオキシメーター 

 

サチュレーション（SpO2）

を測定します。 

指に挟むことにより、サ

チュレーション（SpO2）

の値を測定できます。 

呼吸状態を視覚化でき

ます。 



聴診器 

 

 

    写真提供：スリーエム ジャパン株式会社 

本校では、主に呼吸音を

聞きとります。分泌物の

有無や存在する場所を

知るために使用します。 

基本的には大きな面の

方を胸に当て、呼吸音を

聞きとります。 

 

２ 心理的な安定  

名 称 及び 写 真 ねらい 
使い方・アピール 

ポイント等 

タイムタイマー 

 

視覚的に時間の経過を

理解でき、音により時間

の感覚を身につけるこ

とができます。 

時間を設定すると、残り

の時間が赤く示さるの

で、見通しを持ちやすく

なり、時間を有効に効率

よく使うことができま

す。 

 

３ 人間関係の形成 

名 称 及び 写 真 ねらい 
使い方・アピール 

ポイント等 

ＳＳＴボードゲームなかよしチャレンジ 

 

 

すごろくゲームを通じ

て楽しく学習する中で、

ＳＳＴ（ソーシャルスキ

ルトレーニング）の力を

高めていきます。 

身近な学校、地域等の場

面に分かれ、「ストレス

マネージメント」「助け

を求める」「アサーショ

ン」「対立解消」等スキ

ルを学習します 

絵あわせ 

 

集中してものを見る力

や短期記憶の向上、簡単

なルールを守り相手と

仲良く取り組む力を高

めていきます。 

９マスの神経衰弱です。

ふたを数えることで勝

敗がわかりやすく、感情

の学習等も行えます。 



 

４ 環境の把握 

名 称 及び 写 真 ねらい 
使い方・アピール 

ポイント等 

スペースリング 

 

揺れや回転による前庭

刺激、姿勢保持のための

固有覚刺激を与えられ

ます。 

中に入って宇宙船に乗

り込んだ気分で揺れて

みたり、二人で向かい合

わせに乗ったりと立体

空間を自由に使って楽

しみます。 

 

ことばと発達の学習室 M著：ソーシャルスキ

ルトレーニング絵カード 状況の認知絵カ

ード 1（株式会社エスコアール） 

 

絵に描かれた状況や人

物の感情、言葉のやりと

り等について考えるこ

とで、自分自身のことを

振り返り適切な言葉や

態度を学習します。 

身近に起きそうな状況

が設定され、絵や言葉を

手がかりに状況把握や

自分と相手の気持ち等

を考えることができま

す。 

五色ソーシャルスキルかるた 

 

 

繰り返し札を読んだり

取ったりすることで、日

常生活で必要な基本的

スキルを学んでいきま

す。 

学校生活、学習規律、挨

拶、社会生活、対人関係

の５つのカテゴリーに

分かれたＳＳＴかるた

です。 

おとあわせおはなしカルタ 

 

言葉とイメージが繋が

りにくく、文で話すこと

が苦手な子どもが楽し

く学習を行う中で、表現

力を高めていきます。 

「びりびり」等音や様子

を表したかるたです。

「びりびり紙を破る」等

文を作る学習や複数の

絵を並べて物語を作る

学習もできます。 



タイムタイマー 

 

視覚的に時間の経過を

理解でき、音により時間

の感覚を身につけるこ

とができます。 

時間を設定すると、残り

の時間が赤く示さるの

で、見通しを持ちやすく

なり、時間を有効に効率

よく使うことができま

す。 

 

ミニトランポリン 

 

跳躍しながらボールの

やりとりなどを行うこ

とで、視覚、前庭覚、固

有覚、触覚の統合を促し

ます。 

跳躍により感覚統合の

ベースである前庭刺激

が適正に受容できます。 

バランストレーニング 

 

自力で動かしたり、回転

させたりすると、左右・

前後・回転性の複合した

前庭刺激を得ることが

できます。 

立位を怖がる場合は、背

臥位や座位で乗り、ゆっ

くりとした揺れに慣れ

ることから始めます。 

バルーン 

 

固有覚、前庭覚、触覚へ

の刺激が入力されます。

重力不安の改善にも役

立ちます。 

座位、腹臥位、背臥位な

どで揺れ、跳躍を行いま

す。腹臥位で急激な加速

刺激を与えると保護伸

展反応が引き出されや

すくなります。 

プラットホームスイング 

 

前庭覚や固有覚、視覚の

感覚入力によって平衡

反応が引き起こされま

す。 

腹臥位、背臥位、四つ這

い位、座位、立位など姿

勢を変換して、いろいろ

な姿勢で揺れ、移動、回

転を楽しむことができ

ます。 



フレキサースイング 

 

触覚刺激、固有覚刺激、

前庭覚刺激を受けるこ

とができます。抱きつく

ことにより関節を固定

する力を高めます。 

筋緊張が低下し、腕・体

幹・足など全身がしっか

りとしていない子ども

に有効です。 

ホーススイング 

 

触覚、前庭覚、固有覚の

統合を図り、姿勢や平衡

反応の発達が促されま

す。 

バランスを取りながら

姿勢を保ち、揺れを楽し

みます。二つをつないで

活用すると座位姿勢が

取れない方も楽しめま

す。 

ローリングシーソー 

 

 

前後左右に揺らしたり、

回転させたりすると前

庭覚、固有覚、視覚に刺

激が与えられます。バラ

ンス感覚、姿勢を保つ力

も促進します。 

座位、立位で揺れ、回転

を楽しみます。乗りなが

ら輪投げやボールのや

りとりなどを行うと運

動企画力も高まります。 

防音保護具（イヤーマフ） 

 

防音できます（苦手な音

を遮ることができま

す）。 

耳のまわりにフィット

するように装着します。 

 

 



５ 身体の動き 

名 称 及び 写 真 ねらい 
使い方・アピール 

ポイント等 

PCW 

 

安定した直立姿勢を保

ちやすく、自然な歩行

姿勢を促します。 

 

身体の真横に支持バーが

あるため、体重が前方に

かたよることなく体幹の

伸展が得られ、 肩甲骨

や上肢の位置も改善され

ます。体幹の前傾や下肢

の屈曲などを防止しま

す。 

 

SRC-Walker 

 

立位が取れない人でも

歩くことができます。 

上体が不安定な人で

も、サドルと体幹パッ

ドでホールドする事に

よって安定した前傾姿

勢がとれます。 

 

  

  

  

おもり 

 

筋力強化に使います。 足首や手首などに巻き付

けて、上肢・下肢・腹・

背筋などの軽い抵抗運動

を行う際に用います。 

ハートリーフクッション 

 

姿勢を改善することが

できます。 

座位保持能力を調整する

クッションです。このク

ッションに座ることで、

座骨を中心に殿部、大腿

部からの感覚情報が姿勢

を調節する脳機能を促進

する結果、自発的に骨盤

を起こし脊柱を伸ばす筋

肉の作用を活性化します 



グリーンベルト 

 

座位などをとる時に姿

勢保持が不安定な場合

に使用します。 

必要に応じて必要な場所

に巻きます。 

ミニトランポリン 

 

跳躍しながらボールの

やりとりなどを行うこ

とで、視覚、前庭覚、

固有覚、触覚の統合を

促します。 

跳躍により感覚統合のベ

ースである前庭刺激が適

正に受容できます。 

バランストレーニング 動かしたり、回転させ

たりすることで、バラ

ンス能力の向上を目指

します。 

立位や座位・臥位などの

姿勢で乗り、動かします。 

バルーン 

 

バランス能力の向上な

どに用います。 

腹臥位で乗って、両手が

つくように前後に動かし

てもらったり、背臥位で

力を抜いた姿勢でゆっく

り動かしてもらったり、

座位で乗ってバランスを

とる練習や腹筋運動に使

います。 

バランスボールチェア 

 

椅子に座るだけでバラ

ンストレーニングが自

然に行うことができ、

よい姿勢で座ることが

できます。 

座るだけです。 



三角マット 

 

腹臥位や背臥位、側臥

位等のポジショニング

を行ときに使用しま

す。 

必要に応じて必要な箇所

に敷くことで、ポジショ

ニングを行いやすくしま

す。 

昇降式テーブル 

 

高さの調節ができるテ

ーブルです。 

無段階に高さ調節がで

き、ベッド上でも使用で

きます。 

ｅ-コレ 

 

 

姿勢保持の支援に使用

します。 

ビーズの入ったクッショ

ンで、中の空気を抜くこ

とで様々な形に固めるこ

とができます。 

滑り止めシート 

 

物や人が滑らないよう

に滑り止めシートを使

用します。 

色々なタイプの滑り止め

シートがありますが、こ

の写真の滑り止めシート

はでこぼこしていないの

で、この上に紙を置き、

スムーズにペンで書くこ

とができます。またベタ

ベタしていないので使い

やすいです。 

 

 

 



６ コミュニケーション 

名 称 及び 写 真 ねらい 
使い方・アピール 

ポイント等 

Quick Talker 

 

 

話すことが難しい子ど

もが、要求やあいさつな

どコミュニケーション

能力を高め拡げること

をねらいとしています。 

 

３つのメッセージと９

つのメッセージを５パ

ターン録音・再生できま

す。  

 

SUPER talker  

 

 

話すことが難しい子ど

もが、要求やあいさつな

どコミュニケーション

能力を高め拡げること

をねらいとしています。 

メッセージは８通りま

で録音可能で、８キー録

音・再生ができます。キ

ー数は１、２、４、８キ

ー選択できます。 

ラーニングバーバル 

 

話すことが難しい子ど

もが、要求やあいさつな

どコミュニケーション

能力を高め拡げること

をねらいとしています。 

３つのメッセージを録

音・再生できます。  

スイッチの大きさは１

つ１０×１５㎝くらい

の大きさで、押す力が小

さくても操作できます。 

  

絵カード 

 

 

 

 

                

            鈴木出版 

言葉の発音練習や語想

起の練習、カードを並べ

て二語文の練習等を目

的に使用しています。 

身の回りのものや食べ

物・台所製品、動物、動

きのことばや生活のこ

とば等身近な言葉の絵

カードです。 



食べ物や食器のおもちゃ 

 

 

食べ物や食器等身近な

物の名前を覚え、発音す

る練習やマカトンサイ

ンと併せて相手とやり

とりする練習等に使用

しています。 

ままごと等大人とのや

りとりを通じ、ものの名

前や要求を伝える方法

を覚えていきます。 

 左の写真はダイソー製 

 です。現在取り扱ってい 

 ないものもあるそうです。 

ボイスルーラー 

 

声量のコントロールが

苦手な子どもが、ＬＥＤ

の色（赤・緑・青）を手

がかりに自身の声の大

きさを調整する力を高

めていきます。 

声の大きさが大きすぎ

る子や逆に小さすぎる

子がいるので、緑の声の

大きさ（中くらい）を目

指して練習します。 

まねっこおさる 

 
 

発声を促す。 

 

 

どんな声もまねしてみ

せます！ 

手遊び歌の振り 絵本 

 

 
 

 

                 

          笠野裕一(著) 福音館書店 

楽しく活動に向かうよ

うにする。 

 

『おひさまぽかぽか』は

動物達のあくびやおば

あさんののびなど一緒

に動作をしながら楽し

く読みます。『あじのひ

らき』の手遊びは子ども

に応じて振りを簡単に

します。歌が終わりの方

になるとラストの「ドカ

ーン」を期待して笑い声

が出ています。 

 

 



その他 

心理的な安定・人間関係の形成 

名 称 及び 写 真 ねらい 
使い方・アピール 

ポイント等 

自分の性格やタイプを考えてみよう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            「かもがわ出版」 

ワークシート①②に取り

組み、自分自身の性格や

タイプを捉えることによ

り自己理解を深め、ワー

クシート③に取り組むこ

とで自分の性格やタイプ

を活かして「できること」

または「対策しておける

こと」について具体的に

考え、それを日常的に活

かしていくことで心理的

な安定を図っていけるよ

ういにする。 

個々の生徒に対しての面

接をこまめに行い多くの

「悩み」を聞き取ってき

た。情緒不安定になるこ

とから現れる日頃の行動

や悩みをよりよい方向に

改善していければと、本

教材を設定し自立活動の

時間に取り組んだ。まず、

生徒に自身の性格やタイ

プについて捉えやすいよ

う、生徒たちが日頃聞き

なれたことばで性格・タ

イプを表現してあるワー

クシートを用意した。そ

の後「自分の性格やタイ

プを活かしてどのような

ことができるのか」や、

一見短所に思われる項目

に関しても「具体的に対

策しておけること」や、

「別の視点から捉えると

良い方に活かしていけな

いか（リフレーミング）」

考えるなどし、具体的に

日常生活場面での行動に

活かしていけるように工

夫して、生徒自身の自己

肯定を高められるよう授

業・教材を設定した。 

 


